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１ 趣 旨 

   本書は，青少年健全育成条例（昭和 35年宮城県条例第 13号。以下「条例」という。）第 13条の

規定により，県が，毎年度，青少年及び青少年を取り巻く社会環境の状況並びに青少年の健全な育

成に関して講じた施策の内容をとりまとめ，報告書として作成するものです。 
 

 

【青少年健全育成条例（抜粋）】 

（施策の公表） 

第１３条 県は，毎年度，青少年及び青少年を取り巻く社会環境の状況並びに青少年の健全な育

成に関して講じた施策の内容を公表するものとする。 

 
 

２ 掲載内容 

   本書では，条例第 11 条の規定により策定する青少年の健全な育成に関する基本計画（以下「計

画」という。）をもとに，平成 30年度における主要指標の達成状況及び県が実施した青少年関連事

業等についてとりまとめ，掲載しています。 
 

３ 計画の進行管理 

   計画の進捗状況については，条例第 13 条の規定により，県が，毎年度，青少年及び青少年を取

り巻く社会環境の状況並びに青少年の健全な育成に関して講じた施策の内容を公表します。 

   公表に当たっては，数値化が可能な事項については数値目標を設けるとともに，評価及び検証を

行い，宮城県青少年問題協議会の意見を聴取します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みやぎ子ども・子育て幸福計画(第Ⅰ期)  

（計画期間：H27年度～R1年度） 

 

新みやぎ子どもの幸福計画 

（計画期間：H22年度～H26年度） 

見直し後の 

「青少年の健全な育成に関する基本計画」 

（(第１次)後期：H23年度～H27年度） 

H22年度に中間見直し 

子ども・若者育成支援推進法(H22.4.1 施行)第９条

に基づく，子ども・若者計画作成の努力義務。 

青少年の健全な育成に関する基本計画（(第１次)計画期間：H18年度～H27年度） 

共通の目的・施策の方向性 

青少年健全育成条例第 11条に基づき作成 

「青少年の健全な育成に関する基本計画（第２次）」 

（計画期間：H28年度～R2年度） 

H28年 3月に改訂 

 



 

- 2 - 

 

青少年の健全な育成に関する基本計画（第２次）について 

 

１ 策定の趣旨 

青少年が将来に希望を持って健やかに成長し，円滑な社会生活と幸せな家庭生活を営むことができ

るよう，青少年を取り巻く良好な環境を整備し，青少年の健全な育成に取り組むことは，本県の重要

課題です。 

近年，急激な社会環境の変化により，いじめ，児童虐待，貧困，有害情報の氾濫などの問題が深刻

化しています。また，ニート，ひきこもり，不登校等社会生活を円滑に営む上での困難を有する青少

年の問題，さらには東日本大震災で被災した青少年への継続的支援など，取り組むべき課題が多様化

しています。 

宮城県では，これまで，平成 18 年度に策定した「青少年の健全な育成に関する基本計画」に基づ

き，青少年の健全な育成に関する様々な施策を推進してきました。 

この計画は，青少年を取り巻く環境の変化や新たな課題に対応した計画とし，「宮城の次代を担う，

思いやりと寛容な心を持ち，未来をたくましく志向する青少年をはぐくむ」ことを目指して，青少年

の健全な成長を支援する関係機関等の取組の基本的な方向を示すものとして策定するものです。 

 

２ 計画の性格・位置付け 

この計画は，青少年健全育成条例（昭和 35年宮城県条例第 13号。以下「条例」という。）第 11条

第１項に規定する基本計画であり，平成 27 年度までを計画期間として青少年の健全な育成に関する

施策を推進してきた「青少年の健全な育成に関する基本計画」の第２次計画として策定します。 

また，この計画は，子ども・若者育成支援推進法（平成 21年法律第 71号）第９条に規定する都道

府県子ども・若者計画として位置付けるとともに，「みやぎ子ども・子育て幸福計画」，「宮城県教育

振興基本計画」等の青少年育成支援の関連計画との連携を図るものとしています。 

なお，子どもの医療・保健のほか，子育て支援，学校教育の視点など，より専門的な事項について

は，県の他の計画等との重複を避ける観点から，この計画には記載していない場合があります。 

 

３ 計画の期間 

平成 28年度から令和２年度までの５年間とします。 

 

４ 計画の対象 

この計画の対象となる青少年は，乳幼児期からおおむね 30 歳までとしていますが，その中でも，

特に，集団内で自己主張を始める少年期からおおむね 30 歳までの育成課題及び育成施策を取り上げ

ています。 

なお，職業的自立に対する支援施策については，30歳代までを対象とします。 
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５ 基本理念等 

  ①基本理念 

「宮城の次代を担う，思いやりと寛容な心を持ち，未来をたくましく志向する青少年を 

はぐくむ」 

 

②青少年育成の３つの柱 

柱Ⅰ すべての青少年の健やかな成長を支援する 

   柱Ⅱ 困難を有する青少年やその家族を支援する 

   柱Ⅲ 青少年の健やかな成長を社会全体で支えるための環境を整備する 

 

③６つの重点施策と 12の施策の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ すべての青少年の健やかな成長を支援する 

１ 青少年の豊かな心と健やかな体の育成 

 

 

２ 青少年の社会参加・職業的自立の促進      

  

 

(1) 青少年の自己形成支援 

(2) 青少年の健康と安心の確保 

 

(1) 青少年の社会参加・活躍支援 

(2) 青少年の職業的自立・就労等支援 

Ⅱ 困難を有する青少年やその家族を支援する 

３ 困難を有する青少年やその家族への支援 

 

 

４ 青少年の非行や被害の防止・保護 

Ⅲ 青少年の健やかな成長を社会全体で支えるための環境を整備する 

５ 青少年を支援するネットワークづくり 

 

 

６ 青少年を取り巻く社会環境の整備 

(1) ニート･ひきこもり･不登校等の青少年等への支援 

(2) 震災に起因する困難な状況への対応 

(1) 青少年の非行防止活動の推進 

(2) 青少年の被害防止・保護活動の推進 

(1) 関係機関相互の連携強化 

(2) 地域等と連携した健全育成活動の推進 

(1) インターネット社会への対応 

(2) 有害環境の浄化対策の推進 



 

- 4 - 

 

図２　出生数と合計特殊出生率の推移（宮城県）
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１ 青少年を取り巻く社会環境の変化 

（１）少子化の進展 

  本県の 30歳未満人口（0～29歳）は，昭和 50年以降，ほぼ一貫して減少しており，総人口に占

める割合も，昭和 49年に初めて 50％を下回り，その後，全国の傾向と同様に低下を続けています。 

  令和元年 10月 1日現在は，総人口の約 230万 6千人のうち，30歳未満人口は約 62万人で，全

体の 26.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本県の出生数は，昭和 50年以降減少傾向にあり，令和元年は 14,947人となっています。 

  合計特殊出生率については，平成 17 年に 1.24 まで低下し，その後は 1.30 前後で推移していま

したが，令和元年は 1.23となり，過去最低値を更新しました。 

 

 

（出典）総務省「国勢調査」，「人口推計（各年 10月１日現在）」 

（出典） 厚生労働省「人口動態統計」 

図２ 出生数と合計特殊出生率の推移（宮城県） 
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（２）インターネット社会の進展 

  青少年のインターネット利用状況については，青少年の 93.2％がインターネットを利用しており，

学校種別では高校生の 99.1％がインターネットを利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   スマートフォンを利用する青少年の保護者の 84.8％がいずれかの方法で子供のネット利用を管

理しています。実施している取組みは，フィルタリング利用が 37.4％，子供のネット利用状況の

把握が 39.6％と上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）令和元年度 内閣府「青少年のインターネット利用環境実態調査」 

（出典）内閣府「青少年のインターネット利用環境実態調査」 

ü 内閣府「青少年のインターネット利用環境実態調査」は，全国の青少年（満 10歳から満 17歳まで）及び 

青少年の同居保護者を対象に無作為抽出により調査されており，都道府県別の数値は算出されていません。 
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（３）雇用環境の変容 

  完全失業率（15歳以上の労働力人口のうち，完全失業者の割合）は，平成 15年以降低下を続け

た後，平成 20 年に発生した世界金融危機後の景気の悪化により上昇に転じましたが，ここ数年は

再び低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若者（15～29歳）の完全失業者数は，令和元年度は 15～19歳が 3万人，20～24歳が 20万人，

25～29歳が 20万人となり，平成 12年以降減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）総務省「労働力調査」 

（出典）総務省「労働力調査」 
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雇用者（役員を除く。）に占める非正規の職員・従業員の割合は，15～24歳（在学者除く。以下

同じ。）では下降傾向が続いており，令和元年は 26.0%となっています。また，25～34歳でもここ

数年緩やかな下降傾向が続いており，令和元年は 24.8%となっています。 
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２ 青少年の現状 

（１）若年無業者・フリーター 

  若年無業者（15～34 歳の非労働力人口のうち，家事も通学もしていない者）の数は，概ね横ば

いで推移しています。また，フリーターについては，15～24 歳は前年に比べ 2 万人の減少，25～

34歳は 3万人の減少となりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ü 総務省「労働力調査」は，標本調査として調査されており，都道府県別の数値は算出されていません。 
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（２）ひきこもり 

  県では，各保健福祉事務所においてひきこもりの専門相談を実施しているほか，平成 26年 1月

に県精神保健福祉センター内に宮城県ひきこもり地域支援センターを設置，平成 27年 8 月に南支

所を開設し，相談支援を実施しています。 

  ひきこもり地域支援センターの設置により，平成 26 年度以降，相談件数は大きく増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）いじめ，不登校，中途退学（高等学校） 

  本県の小・中・高等学校及び特別支援学校におけるいじめの認知件数は 16,844件（全国 612,496

件）と前年度より 1,921件減少しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 

（出典）宮城県保健福祉部精神保健推進室資料 

（注）上記相談件数は，対象者の年齢別の統計はとっていないため，全年齢層の件数である。 
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本県の不登校出現率は，小学校 1.02％（全国 0.83％），中学校 5.10％（全国 3.94％）となり，依

然として高水準で推移しています。 

一方，高等学校の不登校出現率は 2.59％（全国 1.58％）であり，前年度より減少していますが，

依然として全国と比べ高い状況にあります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 

（出典）文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 

（出典）文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 
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本県の高等学校の中途退学率は 1.5％（全国 1.3％）であり，中途退学の事由は「進路変更」が最

も多く，次いで「学校生活・学業不適応」となっています。 

 

 

（出典）文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 

（注）H25から調査対象に通信制課程高校が含まれている。 

（出典）文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 
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（４）少年非行 

本県の刑法犯少年の再犯者率（再犯者の割合）は，３割前後で推移し，令和元年は 34.7％で，前

年に比べ 9.3ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

（５）薬物事犯 

  宮城県警による令和元年中の少年による薬物事犯の検挙人員は，覚醒剤事犯が１人，大麻事犯が

３人，麻薬及び向精神薬事犯１人と前年度に比べて増加しています。 

平成25年平成26年平成27年平成28年平成29年平成30年令和元年

0 2 1 1 0 0 5

覚醒剤事犯 0 1 1 0 0 0 1

大麻事犯 0 0 0 1 0 0 3

麻薬及び向精神薬事犯 0 1 0 0 0 0 1

あへん事犯 0 0 0 0 0 0 0

　　総　数

区分　　　　　　　　年別

（出典）宮城県警察本部統計

表１　本県における少年による薬物事犯の検挙人員（単位：人）

 

（出典）宮城県警察本部統計 

【凡例用語の定義（警察庁統計より）】 

※刑法犯少年…刑法犯の罪を犯した犯罪少年で，犯行時及び処理時の年齢がともに 14歳以上 20歳未満の少年をいう。 

※再犯者…非行を犯した者であって，当該非行の以前に非行を犯し，処分を受けたことのある者。処分の未決・既決は問わず，

触法少年時に受けた処分や警察限りの扱いも含む。 
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（６）児童虐待 

  令和元年度に宮城県（仙台市を除く。）の児童相談所が対応した児童虐待相談件数は，1,238件と

なり，平成 30年度の 894件から 344件（約 38.5％）増加となっています。 

  

 

（７）貧困問題 

  我が国における子どもの貧困率は平成6年から上昇傾向にあり，平成24年には過去最高の16.3％

を記録し，平成 27年は 13.9％，平成 30年は 13.5％と緩やかに減少していますが，おおむね 7人

に 1人の子どもが貧困の状況にあります。 

  平成 30年における子どもがいる家庭（現役世帯）の相対的貧困率は 12.6％であり，そのうち，

大人が 1 人の世帯の相対的貧困率が 48.1％と，大人が 2 人以上いる世帯の 10.7％に比べて非常に

高い水準となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）宮城県保健福祉部子ども・家庭支援課

資料 

表 2 貧困率の年次推移 

新基準

相対的貧困率 12.0 13.2 13.5 13.8 14.6 15.3 14.9 15.7 16.0 16.1 15.7 15.4 15.8

子どもの貧困率 10.9 12.9 12.8 12.2 13.4 14.4 13.7 14.2 15.7 16.3 13.9 13.5 14.0

10.3 11.9 11.6 11.3 12.2 13.0 12.5 12.2 14.6 15.1 12.9 12.6 13.2

大人が一人 54.5 51.4 50.1 53.5 63.1 58.2 58.7 54.3 50.8 54.6 50.8 48.1 48.2

大人が二人以上 9.6 11.1 10.7 10.2 10.8 11.5 10.5 10.2 12.7 12.4 10.7 10.7 11.3

 中　央　値　　 ( a ) 216 227 270 289 297 274 260 254 250 244 244 253 245

 貧　困　線     ( a/2 )108 114 135 144 149 137 130 127 125 122 122 127 122

　　2)　2015（平成27）年の数値は、熊本県を除いたものである。

　　3)　2018（平成30）年の「新基準」は、2015年に改定されたＯＥＣＤの所得定義の新たな基準で、従来の可処分所得から更に「自動車税・軽自動車税・自動車重量税」、

　　　「企業年金・個人年金等の掛金」及び「仕送り額」を差し引いたものである。

　　4)  貧困率は、ＯＥＣＤの作成基準に基づいて算出している。

　　5)  大人とは18歳以上の者、子どもとは17歳以下の者をいい、現役世帯とは世帯主が18歳以上65歳未満の世帯をいう。

　　6)  等価可処分所得金額不詳の世帯員は除く。

2000

（ 単  位 ： ％ ）

子どもがいる現役世帯

（ 単 位 ： 万 円 ）

注：1)  1994（平成６）年の数値は、兵庫県を除いたものである。

2003 2006 2009 2012 2015 2018（　30）1985 1988 1991 1994 1997

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」 
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（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」 

図16　貧困率の年次推移
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注：1) 1994（平成６）年の数値は、兵庫県を除いたものである。

2) 2015（平成27）年の数値は、熊本県を除いたものである。

3) 2018（平成30）年の「新基準」は、2015年に改定されたＯＥＣＤの所得定義の新たな基準で、従来の可処分所得から

更に「自動車税・軽自動車税・自動車重量税」、「企業年金・個人年金等の掛金」及び「仕送り額」を差し引いたものである。

4)  貧困率は、ＯＥＣＤの作成基準に基づいて算出している。

5) 大人とは18歳以上の者、子どもとは17歳以下の者をいい、現役世帯とは世帯主が18歳以上65歳未満の世帯をいう。

6)  等価可処分所得金額不詳の世帯員は除く。

％ ％
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３ 主要指標の状況について 

   「青少年の健全な育成に関する基本計画（第 2 次）」の実効性を確保するため，令和元年度におけ

る目標値を設定した主要指標（27）の状況は，以下のとおりです。 

 

柱Ⅰ すべての青少年の健やかな成長を支援する 

●重点施策１ 青少年の豊かな心と健やかな体の育成 

ここでは 8の指標のうち，前年度より目標値に近づいたもの又は目標を達成しているものは 3指

標あり，このうち「4 「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合」と「7 現役進学達成率の全国

平均とのかい離（高等学校）」については，令和 2 年度目標値を達成しています。また，「1 児童

の朝食欠食率」については，平成 30年度より 1.3％減少し，目標値に近づきました。 

一方，目標値から遠ざかった指標は 1指標あります。「6 平日に家庭等での学習時間が２時間以

上の生徒の割合（高校２年生）」については，平成 30年度から 1.3％減少し，過去４年間で最も低

い数値となりました。学習習慣の定着に向けて，学校と家庭が連携して学習をしやすい環境づくり

を進めていく必要があります。 

   その他の指標では，「5 平日に家庭等での学習時間を確保している児童生徒の割合（小学校 30

分以上，中学校 1 時間以上）」のように小学校では目標値に近づき，全国平均を上回る結果となり

学習習慣が定着しつつあると捉えることができますが，中学校では目標値から遠ざかる結果となっ

ています。 

 

●重点施策２ 青少年の社会参加・職業的自立の促進 

ここでは 5つの指標のうち，前年度より目標値に近づいたもの又は目標を達成しているものは 3

指標あり，このうち「9 県内に配置されたＪＥＴプログラムによる外国語指導（仙台市を除く）」

については，令和 2 年度目標値を達成しています。また，「13 新規高卒者の３年後の離職率」に

ついても，目標値を達成しました。 

一方，「10 内閣府青年国際交流事業への参加者数」については前年度と同様に目標には届かず，

国際的視野を身につけた次代を担う人材を育成するためにも，より一層の広報，啓発により参加を

促していく必要があります。 

 

柱Ⅱ 困難を有する青少年やその家族を支援する 

●重点施策３ 困難を有する青少年やその家族への支援 

ここでは 3 つの指標のうち，２つの指標で目標値より遠ざかっております。「14 不登校児童生

徒の在籍者比率（出現率）」については，小中学校において前年度より増加しました。一方，「15 不

登校生徒の在籍者比率（高等学校）」については前年度よりやや改善されましたが，全国の不登校

出現率を依然として上回っている状況にあります。不登校の未然防止・早期発見・早期対応に向け

ての取組を重点的に行うとともに，不登校生徒の状況を的確に把握し，社会的自立のために必要な

資質・能力の育成を図る取組を充実させていくことが必要です。「16 地域若者サポートステーシ

ョンにおける新規登録者数」については，前年度より減少しておりますが，有効求人倍率が高い水

準で推移していたため，サポートステーションに新規登録する前に進路決定した方が一定数いたた

めと考えられます。支援対象者の掘り起こし等，他支援機関とのより一層の連携が必要です。 
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●重点施策４ 青少年の非行や被害の防止・保護 

   ここでは 2つの指標を設定していますが，「18 『児童・生徒会活動を通じて，いじめの問題を考

えさせたり，生徒同士の人間関係や仲間づくりを促進した』と答える学校の割合」については，小・

中学校ともに令和 2年度目標値を達成しています。各学校において，児童生徒がいじめ問題を自分

たちの問題として捉え，児童会や生徒会の活動等で取り上げるなど主体的な取組を推進しており，

いじめフォーラムの開催を契機としている傾向が見られるため，今後もその機運を高めていくよう，

啓発を行っていく必要があります。「17 里親等委託率」については，前年度より増加し，目標値

に近づきました。里親やファミリーホームへの委託が推進されていると言えます。 

 

柱Ⅲ 青少年の健やかな成長を社会全体で支えるための環境を整備する 

●重点施策５ 青少年を支援するネットワークづくり 

   ここでは 7つの指標のうち，1指標が目標値を達成しました。「21 青少年育成推進指導員の研修

参加率」については，昨年度より 17.7％増加し，令和 2年度目標値を達成しています。また，「22 

地域学校協働本部設置市町村数」については，新たな組織として 6市町村に設置され，徐々に目標

に近付いています。 

   「25 保育所等利用待機児童数」については，保育所整備が積極的に進められておりますが，潜

在的待機児童もいることから目標を達成できていません。市町村と協力し多様な就労スタイルに対

応した保育サービスの実施に向けて様々な対策を講じる必要があります。 

 

●重点施策６ 青少年を取り巻く社会環境の整備 

ここでは 2つの指標を設定しています。「26 携帯電話のフィルタリング機能利用割合（高校生）」

については，前年度より減少しました。携帯電話販売時のフィルタリングサービスの定着や学校に

おけるフィルタリングについての啓発活動を浸透させるために，より一層の取組が必要です。「27 

インターネットの安全利用に関する講話の実施件数」については，前年度より 2 件減少しており，

青少年のスマートフォン等所有率の向上や，青少年がネットトラブルに巻き込まれる事例が散見さ

れる現状から，より一層の周知を図り実施件数を増やしていく必要があります。 

 

以上，27の主要指標のうち，12指標で（44.4%）で上昇が見られ，うち 6指標（22.2%）で目標値が達

成されました。 
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99.7% 99.6% 100%
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